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事前調査会議の結果について 

【資料 1-1】にて新たに定員を設定する認可予定事業者について事前調査会議を踏まえ決

定したため、下記のとおり報告する。 

１ 事前調査会議の役割  

  子ども・子育て会議の意見聴取の対象となる事業者の情報を整理するため、各分野に

おける有識者の知見を得ながら、事業者の計画の詳細等について、協議書類及び事業者

へのヒアリングにより、次の項目について事前調査を行う。 

 ① 事業者の計画の適格性等の確認 

   事業者から提出された協議書類及びヒアリングにより、次の項目について計画の適

格性等の確認を行う。 

   ・子ども・子育て支援事業計画との整合 

   ・法令等で定める要件への適合 

   ・条例で定める基準への適合 

 ② 確認内容を踏まえた指導・助言 

   事業開始後のよりよい教育・保育の提供に資するよう、ヒアリングの場を活用し、

教育・保育の内容に関する詳細を聴き取り、事業者に対して教育・保育内容等に関す

る指導・助言を行う。 

 ③ 計画で定める需要を超える場合の順位付け 

   計画で定める需要を超える認可の協議があった場合には、確認内容を踏まえて順位

付けを行う。 

２ 協議及び意見聴取対象の状況  

区域名 整備の目安 協議のあった施設・事業 
子ども・子育て会議で意見聴取の

対象とする施設、事業及び園名

静岡城北 教育・保育施設１か所 協議者なし ー 

静岡西南 小規模保育事業１か所 小規模保育事業３か所 
小規模保育事業１か所 

（静岡学園保育園） 

静岡長田 小規模保育事業１か所 小規模保育事業２か所 
小規模保育事業１か所 

（鳩の子保育園みずほ園）

清水羽衣 小規模保育事業１か所 協議者なし ー 
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３ 事前調査会議の開催状況  

（１）開催日時 

   令和２年９月 18 日（金）13 時 00 分から 15 時 15 分 

（２）出席者 

   市職員：子ども未来局次長、子ども未来課長、幼保支援課長、こども園課長 

有識者：今村委員、佐々木委員、増田委員、松本委員 

（３）内容 

   ・協議書類及びヒアリングによる事業者の計画の確認、順位付け 

４ 事前調査会議の結果（概要）  

（１）静岡西南区域 

 静岡学園保育園

施設種別 小規模保育事業 A 型 

施設の所在地 静岡市駿河区八幡一丁目１番１号 

設置者 学校法人第三静岡学園 理事長 牧野秀則 

類似施設の運営実績 幼保連携型認定こども園 

定員 18 人（0 歳児６人、１・２歳児 12 人） 

開設予定年月日 令和３年４月１日 

計画の適格性 適 

資金の状況 ・保有資金（年間運営費の 1/12） 

・決算の状況（直近の会計年度での３年以上連続しての損

失計上なし） 

・開設後の収支計画 

上記いずれの状況等も適切である 

幹部職員の経験等 園長等が保育所等において２年以上の勤務経験有 

職員配置の状況 園長１人、保育士 10 人、調理員３人、嘱託医１人 

施設の状況 設置する設備及び面積については、基準を満たしている 

主な指導・助言事項 

○園庭を近隣の森下公園にて確保とするため、事前に公園までのルートを把握する

と共に危険個所についても把握されたい。 

○地下駐車場について、死角等を把握し園児及び保護者の安全の確保に努められた

い。 

【順位付け（評価のポイント）】 

○法人の運営実績、職員の確保状況等が採点上他の事業者より優れていたため。 
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（２）静岡長田区域 

 鳩の子保育園みずほ園

施設種別 小規模保育事業Ａ型 

施設の所在地 静岡市駿河区みずほ４丁目 3-12 

設置者 株式会社鳩のつえ 代表取締役 中村友香利 

類似施設の運営実績 小規模保育事業 A 型 

定員 18 人（0 歳児６人、1・2 歳児 12 人） 

開設予定年月日 令和３年４月１日 

計画の適格性 適 

資金の状況 ・保有資金（年間運営費の 1/12、土地建物賃借料１年分）

・決算の状況（直近の会計年度での３年以上連続しての損

失計上なし） 

・開設後の収支計画 

上記いずれの状況等も適切である 

幹部職員の経験等 園長等が保育所等において２年以上の勤務経験有 

職員配置の状況 園長１人、保育士７人、調理員２人、嘱託医２人 

施設の状況 設置する設備及び面積については、基準を満たしている 

主な指導・助言事項 

○玄関から０歳児室に向かうにあたり、２歳児室を必ず通過しなければならないた

め、感染症等のリスクを考慮し、新たな動線の確保に努められたい。 

○０～２歳児の発達段階の違いを踏まえ、より綿密な保育過程や年間計画を策定

し、開園までに職員間で共有されたい。 

【順位付け（評価のポイント）】 

○法人の運営実績、特に整備を必要とする地域の中での申請である点等が採点上他

の事業者より優れていたため。 


